
安
中

■
■

匪
■

己妾
n

宮
本
栄
三

同
志
社
新
島
研
究
会
主
催
の
第
一
回
地
方
講
演
会

が
新
島
先
生
ゆ
か
り
の
安
中
と
前
橋
で
催
さ
れ
る
と

い
う
案
内
を
頂
い
た
の
を
機
に
安
中
の
探
訪
を
思
い

立
っ
た
。

夏
も
終
り
に
近
い
八
月
三
十
日
、
昼
す
ぎ
に
宇
都

宮
を
発
っ
て
、
大
宮
か
ら
高
崎
線
に
乗
り
換
え
、
高

崎
か
ら
ま
た
列
車
を
乗
り
継
い
で
安
中
駅
に
降
り
立

つ
た
の
は
五
時
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
タ
方
と
い
う
に
は

ま
だ
夏
の
日
差
し
は
き
び
し
か
っ
た
。
安
中
は
二
度

目
で
あ
る
。
十
八
年
前
の
夏
、
新
島
学
園
に
岩
井
先

生
を
お
訪
ね
し
て
以
来
で
あ
る
。
碓
氷
川
を
望
む
台

地
に
あ
っ
て
、
か
つ
て
は
中
仙
道
の
主
要
な
宿
駅
の

一
つ
と
し
て
繁
栄
し
た
で
あ
ろ
う
安
中
の
町
は
今
も

処
々
に
宿
場
町
の
面
影
を
残
し
て
お
り
、
前
に
来
た

時
に
較
べ
忍
外
な
程
に
変
っ
て
は
い
な
か
っ
六
。

先
ず
安
中
教
会
に
行
く
。
街
道
か
ら
わ
き
道
に
ぜ

い
り
急
坂
を
二
三
百
米
も
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
日

差
し
も
疎
ら
な
深
い
木
立
ち
と
そ
の
中
に
大
谷
裂

り
の
会
堂
は
あ
っ
六
。
大
正
八
年
に
竣
工
し
六
新
島

悪
礼
拝
堂
で
あ
る
。
正
面
入
口
の
上
に
大
理
石
に

彫
ら
れ
た
新
島
家
の
根
笹
の
家
紋
が
は
め
こ
ま
れ
て

い
る
。
新
島
家
は
安
中
藩
の
祐
筆
職
を
つ
と
め
、
新

島
先
生
は
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
年
)
二
月
十
二

日
に
安
中
藩
の
江
一
屋
敷
で
生
れ
て
い
る
が
、
こ
の

安
中
こ
そ
先
生
の
父
祖
の
地
で
あ
る
。
現
存
す
る
新

島
家
旧
宅
の
傍
に
立
つ
「
新
島
襄
先
生
の
碑
L
(
昭

和
十
六
年
建
立
)
は
、
明
治
十
八
年
に
同
志
社
神
学

科
を
出
九
湯
浅
半
月
の
八
十
四
歳
の
時
の
筆
に
な
る

が
、
碑
文
に
は
次
の
よ
う
驫
る
さ
れ
て
い
る
。

「
・
・
・
・
・
・
在
米
十
年
の
一
古
学
を
尭
・
え
て
明
治
七
年
の
冬

家
に
還
り
て
老
い
た
る
父
母
の
健
在
な
る
を
見
て
感

涙
に
嘔
ぱ
れ
し
も
此
所
な
り
き
(
中
略
)
日
本
内
地

に
基
督
教
の
伝
道
を
公
然
開
始
せ
ら
れ
し
も
此
所
な

り
き
又
明
治
十
一
年
の
春
男
女
三
十
人
に
洗
礼
を
施

し
て
純
粋
な
る
日
本
人
の
基
督
教
会
を
創
立
せ
ら
れ

し
も
此
所
な
り
き
(
後
略
)
」
と
。
こ
の
よ
う
に
安
中

は
、
新
島
先
生
の
家
郷
の
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
帰

朝
後
暢
の
伝
道
活
動
を
な
さ
れ
寵
念
す
べ
き
場

所
で
も
あ
る
。

新島旧宅前にて、右から井殿牧師

宮本、塩崎夫人、武・井上教授

諏訪・萩原・

←)
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こ
の
安
中
で
新
島
先
生
を
黒
す
る
も
の
は
数
々

あ
る
。
前
記
の
礼
拝
堂
、
賑
碑
、
旧
宅
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
変
っ
た
と
こ
ろ
で
は
菓
舗
万
歳
堂
の

名
物
「
新
嶋
最
中
」
ま
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
九
半

月
の
碑
文
は
も
な
か
と
い
っ
し
ょ
に
菓
子
折
の
中
に

は
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
新
島
先

生
の
生
け
る
記
念
碑
的
存
在
は
新
島
学
園
で
あ
ろ

う
。
こ
の
学
園
は
昭
和
二
十
二
年
に
現
安
中
市
長

湯
浅
正
次
氏
に
ょ
っ
て
創
立
さ
れ
た
。
根
笹
を
校
章

と
し
、
碓
氷
川
を
望
む
高
台
に
あ
る
。
そ
の
地
名
ま

で
が
な
ん
と
新
島
で
あ
る
。
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
学

校
で
あ
る
が
、
今
や
群
馬
県
下
の
名
門
校
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
こ
の
名
物
校
長
が
岩
井
文
男
先
生
で
あ

つ
た
。
岩
井
さ
ん
は
咋
年
九
月
に
二
十
年
余
り
勤
め'

た
校
長
を
引
退
さ
れ
て
、
今
は
学
園
長
で
あ
る
。
ニ
ロ

、

が
言
っ
た
か
知
ら
な
い
が
、
山
石
井
さ
ん
は
「
下
へ
、
下

へ
と
行
っ
九
人
」
だ
そ
う
な
。
昭
和
五
年
に
法
学
部

を
出
て
最
初
日
銀
に
は
い
っ
九
が
、
帝
大
出
が
威
張

つ
て
い
る
の
に
い
や
気
が
さ
し
て
三
井
銀
行
へ
。
こ

ん
ど
は
金
勘
定
ぱ
か
り
な
の
に
見
切
り
を
つ
け
て
神

学
部
に
再
入
学
そ
し
て
農
村
伝
道
へ
。
戦
後
同
大
神

学
部
教
授
に
な
り
宗
教
裂
・
学
生
部
長
を
歴
任
さ

れ
た
が
、
再
び
田
舎
町
の
襲
へ
。
と
に
か
く
饗

で
威
張
ら
な
い
お
人
で
あ
る
。
今
度
安
中
に
来
て
、

こ
の
岩
井
さ
ん
が
,
墨
'
だ
と
聞
い
た
も
の
だ
か

ら
、
そ
れ
大
変
と
ば
か
り
に
、
宇
都
宮
か
ら
一
緒
に
来

た
塩
崎
立
夫
(
栃
木
ナ
シ
,
ナ
ル
)
諏
訪
治
男
(
足
利

銀
行
)
両
氏
と
、
講
演
会
の
始
る
前
の
僅
か
の
時
間

を
利
用
し
て
岩
井
邸
に
急
い
だ
。
と
こ
ろ
が
そ
の
先

生
が
い
つ
に
変
ら
ぬ
馨
で
玄
関
に
出
て
こ
ら
れ
た

も
の
だ
か
ら
我
々
は
二
度
び
っ
く
り
し
六
。
お
話
し

に
ょ
る
と
入
院
し
て
諸
検
査
を
受
け
ら
れ
九
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
岩
井
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
ど
健
康
を

祈
り
ま
す
。
新
島
学
園
は
以
前
の
木
造
校
舎
か
ら
モ

ダ
ン
な
胸
面
採
光
の
建
物
に
変
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
に
励
む
若
人
の
姿
が
あ
っ
六
。

国

同
.
柱
新
島
研
究
会
は
、
新
し
い
企
画
と
し
て
咋

年
か
ら
地
方
講
演
会
を
催
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
最

初
の
裂
地
と
し
て
選
ぱ
れ
九
の
が
、
新
島
先
生
の

玲
国
後
の
編
の
最
初
と
最
後
亀
念
す
る
安
中
と

前
橋
で
あ
っ
た
。
安
中
に
つ
い
て
は
前
記
の
通
り
で

あ
る
が
、
将
は
、
新
島
先
生
が
「
同
志
社
大
議

立
の
悪
」
を
発
表
し
(
明
治
二
十
一
年
・
一
ハ
ハ

八
年
)
、
大
学
燮
の
た
め
の
苛
酷
な
募
金
運
動
の

九
め
明
治
二
十
二
年
十
一
月
つ
い
忙
病
に
倒
れ
ら
れ

九
所
で
あ
る
。
「
い
し
か
ね
も
徹
れ
か
し
と
て
一
筋

に
射
る
矢
に
こ
む
る
大
丈
夫
の
意
地
」
と
詠
わ
れ

た
の
は
こ
の
前
橋
で
あ
る
。
私
は
前
橋
の
講
演
会
に

は
行
け
な
か
っ
た
が
、
安
中
教
会
で
は
、
湯
浅
安
中

市
長
、
新
藤
二
郎
新
島
学
園
校
長
、
井
殿
牧
師
ほ
か

約
八
0
名
の
愨
な
聴
衆
と
共
に
、
同
志
社
女
子
大

学
教
授
武
邦
保
氏
に
ょ
る
「
新
島
襄
と
キ
リ
ス
ト
教

ー
そ
の
野
人
的
実
践
」
、
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授

井
上
勝
也
氏
に
ょ
る
「
新
島
襄
の
教
育
田
祥
と
題

す
る
そ
れ
ぞ
れ
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
を
拝
聴
し
て
深

い
感
銘
を
う
け
九
。
(
「
伺
志
社
タ
イ
ム
ス
」
の
三
二

九
号
に
萩
凉
俊
彦
氏
に
ょ
る
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
が
あ

る
。
ま
磊
演
内
容
は
「
新
島
研
究
」
五
十
九
号
を
参

照
さ
れ
九
い
)
。
識
会
終
了
後
、
教
会
教
育
館
で
十

時
ま
で
約
一
時
間
、
二
0
名
ぱ
か
り
が
残
っ
て
恐

な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
,
ン
が
も
た
れ
た
。
筆
者
が
特
に

イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
感
じ
た
蝕
訓
は
、
一
般
に
新
島
先

生
は
欧
米
の
文
物
を
求
め
て
脱
国
し
、
結
果
と
し
て

キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
て
知
国
さ
れ
九
よ
う
に
口
わ

れ
て
い
る
が
、
井
上
教
授
に
ょ
る
先
生
は
む
し
ろ
脱

国
前
に
キ
リ
ス
ト
教
に
開
眼
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト

教
の
真
理
を
究
め
る
た
め
に
危
険
を
敢
て
冒
し
て
脱

国
さ
れ
た
と
の
説
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
点

の
μ
実
性
に
つ
い
て
は
、
武
・
井
上
鼎
師
と
司
会

の
労
を
と
ら
れ
た
香
里
高
校
の
萩
原
教
諭
は
揃
っ
て
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力
説
さ
れ
九
。
そ
の
論
拠
と
し
て
、
繋
末
に
は
漢

籍
の
聖
書
と
注
解
書
が
か
な
り
広
く
流
布
し
て
い
た

ら
し
い
こ
と
。
⑬
新
島
先
生
は
脱
国
前
す
で
に
「
天

父
」
の
一
言
葉
を
知
っ
て
い
た
こ
と
(
芽
イ
0
三
如
含

口
§
ヤ
念
t
出
)
⑳
箱
館
か
ら
上
海
ま
で
新
島
の

脱
国
を
助
け
た
べ
ル
リ
ン
号
の
セ
イ
ボ
リ
ー
船
長
が

そ
の
た
め
に
後
に
矮
主
か
ら
解
雇
さ
れ
て
い
る
が
、

彼
は
「
:
・
当
時
(
新
島
)
の
唯
一
の
目
的
は
英
語
を

学
ぷ
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
鼎
の
た
め
に
バ
イ
ブ

ル
を
母
国
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
で
あ
っ
た
」
(
棚
{
ゆ
曾
ル
一
.
牙
誘
、
勺
.
W
)
と

述
べ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
点
を
こ
も
ど
も
払
器
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
を
聞
き
な
が
ら
、
私
は
ま
こ
と
に
眼

か
ら
鱗
の
落
ち
る
思
い
が
し
た
。

翌
日
、
安
中
教
会
の
礼
拝
に
出
席
、
武
教
授
に
ょ

る
「
人
を
生
か
轟
1
新
叢
の
何
を
九
ず
ね
て
し

を
伺
い
な
が
ら
、
校
祖
新
島
を
働
ら
か
し
め
給
う
た

神
の
奇
し
き
業
に
思
い
を
は
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

午
後
写
券
一
行
で
、
二
台
の
車
に
分
乘
し
、
新

島
旧
宅
、
妙
託
、
竜
昌
寺
な
ど
を
見
学
し
て
回
っ

た
。
,
わ
れ
は
同
志
社
人
な
り
0
 
と
の
思
い
を
深
く

し
た
二
日
間
で
あ
っ
六
。
お
世
話
に
な
っ
た
沢
山
の

方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

昭
和
二
十
九
年
法
学
部
卒
・
昭
和
三
十

三
年
大
学
院
修
了
・
宇
都
宮
大
学
教
授

同
志
社
関
係
出
版
物
ご
案
内

新
島
襄
命
本
清
一
著
)

新
島
襄
1
人
と
思
想
1
 
(
魚
木
墨
著
)

新
島
襄
の
生
涯
(
北
垣
宗
治
訳
)

新
島
先
生
書
簡
集
(
続
)
(
森
中
章
光
編
)

〆
一
{
ゆ
目
ル
一
ゆ
牙
誘
 
0
{
〕
o
m
九
勺
ず
工
貸
住
イ

之
内
内
曽
ヨ

同
志
社
百
年
史
通
史
編
1
、
Ⅱ

同
志
社
百
年
史
資
料
編
1
、
Π

黒
社
九
十
年
小
史

同
志
社
歳
時
記
^
鳥
吉
造
共
編

^
.
同
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

同
志
社
歌
集

り
べ
ル
タ
ス
選

人
生
友
情
学
問
(
上
誕
蔵
著
)

憲
法
と
¥
和
轟
命
畑
刃
讐

日
本
経
済
学
の
源
流
ー
ラ
ー
t
ド
博
士
の
人
と
思
想

近
代
日
本
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
辻
橋
三
痕
共
著

写
真
集
『
黒
社
一
0
0
年
』

写
泰
『
同
寝
1
そ
の
一
 
0
0
年
の
あ
ゆ
み
1
』

五
0
0
円

三
0
0
円

八
五
0
円

三
、
 
0
0
0
円

一
、
五
0
0
円

五
0
0
円

六
、
 
0
0
0
円

三
、
 
0
0
0
円

三
、
 
0
0
0
円

六
0
0
円

上
製
本

並
製
本

1
送
料
は
別
途
申
し
う
け
ま
す
ー

同
志
社
収
益
事
業
課

(
住
谷
悦
治
著
)

七
0
0
円

五
0
0
円

一
釜
上
製
本

並
製
本

上
製
本

並
製
本

ニ
ハ
0
円

ニ
ハ
0
円

三
五
0
円

三
五
0
円

0
0
0
円

0
0
0
円

二
0
0
円

七
0
0
円

二
五
一
1
三
0
三
七
t
三
0
三
八

、

(m5)

八0
、 、
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